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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月19日(2018.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像担持体との間で記録媒体を挟み込み該像担持体から該記録媒体に画像を転写する転写
部を形成する転写部材と、
前記像担持体と前記転写部材とを接離させる回転可能なカム部材を有する接離手段とを備
えた転写装置において、
前記カム部材と対向する対向部材と当たり、前記像担持体と前記転写部材との離間量が互
いに異なるような、前記カム部材の一つの連続した傾斜面上における複数の位置を用いて
、記録媒体が前記転写部に進入するときの前記離間量を、該記録媒体の厚さに応じた大き
さとなるように、前記接離手段を制御する制御手段を有することを特徴とする転写装置。
【請求項２】
　像担持体との間で記録媒体を挟み込み該像担持体から該記録媒体に画像を転写する転写
部を形成する転写部材と、
前記像担持体と前記転写部材とを接離させる回転可能なカム部材を有する接離手段とを備
えた転写装置において、
前記カム部材は、前記カム部材と対向する対向部材と当たり前記像担持体と前記転写部材
との離間量が最大離間量となる第一周面部と、前記対向部材と当たらず前記像担持体と前
記転写部材とが接触する第二周面部とを有しており、
前記カム部材の前記第一周面部よりもカム部材回転方向片側で前記第一周面部と前記第二
周面部とを繋ぐ周面上における、前記離間量が前記第一周面部よりも小さく互いに異なる
ような複数の位置を用いて、記録媒体が前記転写部に進入するときの前記離間量を、該記
録媒体の厚さに応じた大きさとなるように、前記接離手段を制御する制御手段を有するこ
とを特徴とする転写装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の転写装置において、
前記カム部材は、前記対向部材と当たり前記像担持体と前記転写部材との離間量が最大離
間量となる第一周面部と、前記対向部材と当たらず前記像担持体と前記転写部材とが接触
する第二周面部とを有しており、
前記傾斜面は、前記カム部材の前記第一周面部よりもカム部材回転方向片側で前記第一周
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面部と前記第二周面部とを繋ぐことを特徴とする転写装置。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の転写装置において、
前記対向部材と前記第一周面部とが当たる前記カム部材の回転位置が、該カム部材の回転
位置の基準となるホームポジションであることを特徴とする転写装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の転写装置において、
前記第一周面部は平面状であることを特徴とする転写装置。
【請求項６】
　請求項１、２、３、４または５に記載の転写装置において、
前記制御手段は、記録媒体が前記転写部に進入するときの前記離間量を、前記２つ以上の
位置を用いて、記録媒体の種類にも応じた前記離間量となるように、前記接離手段を制御
することを特徴とする転写装置。
【請求項７】
　請求項１、２、３、４、５または６に記載の転写装置において、
記録媒体が転写部に入る前に、前記像担持体と前記転写部材とが離間した離間状態から該
離間状態よりも前記離間量が小さい予備離間状態に移行して停止しおり、記録媒体が転写
部に入るタイミングにあわせて、前記予備離間状態から前記像担持体と前記転写部材とが
当接する当接状態に移行することを特徴する転写装置。
【請求項８】
　請求項１、２、３、４、５、６または７に記載の転写装置において、
記録媒体の厚さに関する情報を取得する記録媒体厚さ情報取得手段を有しており、
前記制御手段は、前記記録媒体厚さ情報取得手段の取得した前記情報に基づいて、前記接
離手段を制御することを特徴とする転写装置。
【請求項９】
　請求項１、２、３、４、５、６、７または８に記載の転写装置において、
記録媒体の種類に関する情報を取得する記録媒体種類情報取得手段を有しており、
前記制御手段は、前記記録媒体種類情報取得手段の取得した前記情報に基づいて、前記接
離手段を制御することを特徴とする転写装置。
【請求項１０】
　請求項１、２、３、４、５、６または７に記載の転写装置において、
記録媒体に関する情報である記録媒体情報に対応させて予め設定された前記離間量を記憶
する記憶手段を有しており、
前記制御手段は、前記記録媒体情報に応じた前記離間量を前記記憶手段から取得して、前
記接離手段を制御することを特徴とする転写装置。
【請求項１１】
　像担持体と転写部材との当接による転写部に挟み込んだ記録媒体に対して、該像担持体
の表面に担持されるトナー像を転写する転写手段を備えた画像形成装置において、
前記転写手段として、請求項１乃至１０のいずれか一記載の転写装置を用いたことを特徴
とする画像形成装置。
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